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0)()(  dacdab であり、 0b より 0 da  ad   
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ここで、 12  bca より 21 abc   0b より 
b

a
c

21
  

これより 
2

1

2

)1(1

2

)1()1(

2

2
xx

b

abyxa

b

a

b

byaxayy 















 

したがって、 PQの中点は、原点を通る定直線 x
b

a
y


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上にある。(証明終) 
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))1(,)1(( yacxbyxaPQ  であり、 l に平行なベクトルの 1つは )1,( abk  であるから 
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),( yxP に関わらず、常に 0 kPQ となるには 0 cb  cb   

逆に、 cb  であるとき、 ))1(,)1(( yabxbyxaPQ  であり、 122  ba であるから 

 0)1()1()1()1()1()1()1( 2222  yabxayabxayabxaybbxakPQ  

したがって、 ),( yxP に関わらず、常に 0 kPQ が成立する。 

以上により、 PQが常に l と垂直であるための必要十分条件は、 cb  である。(証明終) 


